
【現状】

○ 県内に広く賦存する地熱エネルギー利用のポテンシャル（賦存地域は面積比で県全体の６８％）

○ 県内の暖房・給湯・融雪等の熱需要（これまでは石油中心）→原油価格高騰の影響

○ 旺盛な技術開発（ヒートポンプの開発：脱化石燃料のキーテクノロジー）

○ 地場企業の取組（融雪システムの開発、高効率掘削機の導入）

■■■■「「「「■■■■「「「「青森県地中熱利用推進青森県地中熱利用推進青森県地中熱利用推進青森県地中熱利用推進ビジョンビジョンビジョンビジョン」」」」のののの策定策定策定策定（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０年年年年２２２２月月月月））））青森県地中熱利用推進青森県地中熱利用推進青森県地中熱利用推進青森県地中熱利用推進ビジョンビジョンビジョンビジョン」」」」のののの策定策定策定策定（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０年年年年２２２２月月月月））））
【【青森県での地熱エネルギー利用のコンセプト青森県での地熱エネルギー利用のコンセプト】】
①①①①①①①①地中熱利用域地中熱利用域地中熱利用域地中熱利用域（（（（地下地下地下地下１０１０１０１０～～～～１００１００１００１００ｍｍｍｍ・２０・２０・２０・２０～～～～５０５０５０５０地中熱利用域地中熱利用域地中熱利用域地中熱利用域（（（（地下地下地下地下１０１０１０１０～～～～１００１００１００１００ｍｍｍｍ・２０・２０・２０・２０～～～～５０５０５０５０℃℃℃℃℃℃℃℃までまでまでまで））））までまでまでまで））））

・地下の温度が年間を通じて一定なことを利用して、大気との温度差により、冷暖房や・地下の温度が年間を通じて一定なことを利用して、大気との温度差により、冷暖房や融雪融雪、給、給
湯等を行うもの。湯等を行うもの。

「「「「青森県地中熱利用推進青森県地中熱利用推進青森県地中熱利用推進青森県地中熱利用推進ビジョンビジョンビジョンビジョン」」」」のののの策定策定策定策定（（（（平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度）））） （別添）

湯等を行うもの。湯等を行うもの。
・全国どこでも利用可能だが、弘前、黒石付近では、浅層地下温度や地下水位の点・全国どこでも利用可能だが、弘前、黒石付近では、浅層地下温度や地下水位の点から有利から有利。。

②②②②低温熱水利用域低温熱水利用域低温熱水利用域低温熱水利用域（（（（地下地下地下地下１００１００１００１００ｍ～ｍ～ｍ～ｍ～１１１１ｋｍｋｍｋｍｋｍ・８０・８０・８０・８０～～～～１００１００１００１００②②②②低温熱水利用域低温熱水利用域低温熱水利用域低温熱水利用域（（（（地下地下地下地下１００１００１００１００ｍ～ｍ～ｍ～ｍ～１１１１ｋｍｋｍｋｍｋｍ・８０・８０・８０・８０～～～～１００１００１００１００℃℃℃℃℃℃℃℃までまでまでまで））））までまでまでまで））））
・温泉の熱水を利用するもの（浴用、発電、熱利用など）。・温泉の熱水を利用するもの（浴用、発電、熱利用など）。

・本県は、温泉地数、源泉総数、湧出量とも全国トップクラスだが、未利用源泉が全体・本県は、温泉地数、源泉総数、湧出量とも全国トップクラスだが、未利用源泉が全体の４０％の４０％をを
占める。占める。
③③③③中高温熱水利用域中高温熱水利用域中高温熱水利用域中高温熱水利用域（（（（地下地下地下地下１１１１～～～～１１１１．．．．５５５５ｋｍｋｍｋｍｋｍ・・・・概概概概ね２２０ね２２０ね２２０ね２２０③③③③中高温熱水利用域中高温熱水利用域中高温熱水利用域中高温熱水利用域（（（（地下地下地下地下１１１１～～～～１１１１．．．．５５５５ｋｍｋｍｋｍｋｍ・・・・概概概概ね２２０ね２２０ね２２０ね２２０℃℃℃℃℃℃℃℃までまでまでまで））））までまでまでまで））））

・高温の熱水や蒸気を利用して、発電（バイナリー発電）を行うもの。・高温の熱水や蒸気を利用して、発電（バイナリー発電）を行うもの。
・県内に、青森市下湯地区を始め、数箇所の有望地域が存在する。・県内に、青森市下湯地区を始め、数箇所の有望地域が存在する。
→→①①①①～～～～③③③③各利用域各利用域各利用域各利用域につきにつきにつきにつき事業事業事業事業モデルをモデルをモデルをモデルを構築構築構築構築しししし、、、、具体的具体的具体的具体的なななな事業事業事業事業のののの実現実現実現実現をををを目指目指目指目指すすすす。。。。①①①①～～～～③③③③各利用域各利用域各利用域各利用域につきにつきにつきにつき事業事業事業事業モデルをモデルをモデルをモデルを構築構築構築構築しししし、、、、具体的具体的具体的具体的なななな事業事業事業事業のののの実現実現実現実現をををを目指目指目指目指すすすす。。。。
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戸建住宅での地中熱利用冷暖房システム（例）戸建住宅での地中熱利用冷暖房システム（例）

FCU

床暖房パネル床暖房パネル

地中熱源ヒートポンプユニット地中熱源ヒートポンプユニット
冷暖房能力：冷暖房能力：10kW10kW

ファンコイルユニットファンコイルユニット
（暖房、冷房）（暖房、冷房）

ヘッダーヘッダー

◆◆ 対象対象

→ → 一般戸建住宅一般戸建住宅

◆◆ 期待される効果（灯油ボイラー方式との比較に期待される効果（灯油ボイラー方式との比較に

よる試算結果）よる試算結果）

○灯油ボイラー方式○灯油ボイラー方式

不凍液等を不凍液等を
循環循環

事業モデル（①地中熱利用域）事業モデル（①地中熱利用域）

地中熱交換井地中熱交換井
深さ深さ100100～～150m150m
（建物基礎杭を（建物基礎杭を

活用する方式も）活用する方式も）

床暖房パネル床暖房パネル ○灯油ボイラー方式○灯油ボイラー方式

・イニシャルコスト：１、５２３千円・イニシャルコスト：１、５２３千円

・年間ランニングコスト：２４３千円・年間ランニングコスト：２４３千円

○○○○地中熱利用方式地中熱利用方式地中熱利用方式地中熱利用方式○○○○地中熱利用方式地中熱利用方式地中熱利用方式地中熱利用方式（ＮＥＤＯ技術開発機構の１／３（ＮＥＤＯ技術開発機構の１／３

補助金活用）補助金活用）

・イニシャルコスト：２、３１０千円・イニシャルコスト：２、３１０千円

・年間ランニングコスト：１２３千円・年間ランニングコスト：１２３千円

→→→→→→→→約約約約６６６６．．．．６６６６年年年年でででで初期投資初期投資初期投資初期投資のののの回収回収回収回収がががが可能可能可能可能約約約約６６６６．．．．６６６６年年年年でででで初期投資初期投資初期投資初期投資のののの回収回収回収回収がががが可能可能可能可能

・・COCO22発生量も、年間約６４％減発生量も、年間約６４％減

※※※※※※※※給湯用給湯用給湯用給湯用にににに、、、、エコキュートをエコキュートをエコキュートをエコキュートを併設併設併設併設給湯用給湯用給湯用給湯用にににに、、、、エコキュートをエコキュートをエコキュートをエコキュートを併設併設併設併設
→→→→→→→→安価安価安価安価なななな夜間電力夜間電力夜間電力夜間電力のののの活用活用活用活用がががが可能可能可能可能安価安価安価安価なななな夜間電力夜間電力夜間電力夜間電力のののの活用活用活用活用がががが可能可能可能可能
※※床面積：１３０㎡を想定床面積：１３０㎡を想定

サンポット株式会社資料よりサンポット株式会社資料より

床暖房床暖房床暖房床暖房
床下床下床下床下ピットピットピットピット
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■「青森県地中熱利用推進ビジョン」（平成２０年２月策定）

○活用事業モデル（空調、融雪、発電等）の具体化を通じて、地熱エネルギー利用の拡大・普及を進める

※※平成２０年度の主な取組平成２０年度の主な取組

○新エネルギーセミナーの開催（平成２１年１月２８日）：県内関連業界・自治体担当者等を対象に政策・技術動向等を紹介

○浅虫温泉省エネルギー診断セミナーの開催（平成２０年９月３日）→一部ホテル・旅館等が診断受診。今後、温泉熱利用も

○下湯地域バイナリーサイクル発電事業（ＮＥＤＯ技術開発機構地熱開発促進調査の実施）（河川砂防課）

【【中核的事業モデル：戸建住宅での地中熱利用冷暖房システム中核的事業モデル：戸建住宅での地中熱利用冷暖房システム】】イニシャルコストが高額かつ認知度が低く、殆ど普及していない

■■■■■■■■住宅用地中熱利用住宅用地中熱利用住宅用地中熱利用住宅用地中熱利用システムシステムシステムシステム普及促進事業普及促進事業普及促進事業普及促進事業（（（（平成平成平成平成２１２１２１２１～～～～２２２２２２２２年度年度年度年度））））住宅用地中熱利用住宅用地中熱利用住宅用地中熱利用住宅用地中熱利用システムシステムシステムシステム普及促進事業普及促進事業普及促進事業普及促進事業（（（（平成平成平成平成２１２１２１２１～～～～２２２２２２２２年度年度年度年度））））
○県内２事業者（×２年度＝４事業）への委託により、学識経験者等の指導の下、地中熱利用システムを住宅に実
証導入（空調をベースに給湯、融雪等を複合的に導入）して、データを収集し、効果や課題等を取りまとめ。

○実証導入の成果を踏まえて、県民及び関連業界に向けた普及啓発を実施。

（「自然エネルギーフォーラム」への出展、関連業界や学識経験者との勉強会の実施、実証導入先の住宅の見学（「自然エネルギーフォーラム」への出展、関連業界や学識経験者との勉強会の実施、実証導入先の住宅の見学
会の開催、県広報媒体の活用、パンフレットの作成など）

県民及び関連業界の認知度の向上、県内企業におけるノウハウの蓄積、関係者間の連携県民及び関連業界の認知度の向上、県内企業におけるノウハウの蓄積、関係者間の連携

地中熱利用地中熱利用地中熱利用地中熱利用システムがシステムがシステムがシステムが住宅新築住宅新築住宅新築住宅新築やリフォームのやリフォームのやリフォームのやリフォームの際際際際
のののの一般的一般的一般的一般的なななな選択肢選択肢選択肢選択肢にににに→自立的自立的自立的自立的なななな普及拡大普及拡大普及拡大普及拡大へへへへ

脱脱脱脱・・・・化石燃料化石燃料化石燃料化石燃料、ＣＯ、ＣＯ、ＣＯ、ＣＯ２２２２削減削減削減削減、、、、県内関連産業県内関連産業県内関連産業県内関連産業のののの創出創出創出創出・・・・振興振興振興振興

システム

設計・施工

県内一般家庭県内一般家庭 県内企業（ハウスメーカー等）県内企業（ハウスメーカー等）

床暖房床暖房床暖房床暖房

県県

実証導入業務

委託

データ収集、効果・

課題取りまとめ

データ収集、

見学受入等に協力
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